
　
６
月
１
日
〜
３
日
に
横
浜
市
で
開
催
さ

れ
た
第
５
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ 

Ⅴ
）
の
公
式
サ
イ
ド
イ
ベ

ン
ト
で
５
月
31
日
、
青
年
海
外
協
力
協

会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
）
は
「
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ-

ア

フ
リ
カ
連
合
委
員
会
（
Ａ
Ｕ
Ｃ
）
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
携
事
業
」
の
成
果
報
告
会

を
開
催
し
た
。

　

経
済
成
長
の
著
し
い
ア
フ
リ
カ
諸
国

は
、
い
ま
や
援
助
の
受
け
手
で
は
な
く

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
く
国
々
へ
と

大
き
く
変
貌
し
て
い
る
。
し
か
し
、
政

府
や
民
間
レ
ベ
ル
で
実
施
さ
れ
る
青
年

交
流
事
業
は
ア
ジ
ア
や
欧
米
が
中
心

で
、
ア
フ
リ
カ
と
の
交
流
事
業
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
そ
こ
で
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
は
、
ア

フ
リ
カ
の
青
年
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

迎
え
、
日
本
の
人
々
と
の
交
流
を
深
め

な
が
ら
東
日
本
大
震
災
の
復
興
事
業
に

加
わ
る
「
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ-

Ａ
Ｕ
Ｃ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
携
事
業
」
を
開
始
。
３
月
に

７
人
の
ア
フ
リ
カ
青
年
が
来
日
し
て
岩

手
県
で
活
動
し
て
き
た
。
５
月
31
日
、

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ 

Ⅴ
公
式
サ
イ
ド
イ
ベ
ン

ト
で
そ
の
成
果
報
告
会
を
開
催
し
た
。

　

外
務
省
の
阿
部
俊
子
政
務
官
は
「
未

来
を
担
う
日
本
の
子
ど
も
た
ち
が
、
7

人
の
ア
フ
リ
カ
の
友
人
た
ち
の
お
か
げ

で
、
被
災
地
が
ア
フ
リ
カ
ま
で
つ
な

が
っ
て
い
る
と
体
感
で
き
た
こ
と
は
意

義
深
い
」
と
挨
拶
し
た
。
続
い
て
Ａ
Ｕ

Ｃ
の
人
的
資
源
・
科
学
技
術
局
ア
ブ

ド
ゥ
ル
・
ハ
キ
ム
局
長
が
、「
将
来
の

ア
フ
リ
カ
を
指
導
し
て
い
く
若
者
に
国

際
的
な
ス
キ
ル
を
授
け
よ
う
と
い
う
事

業
の
中
で
、
す
で
に
ア
フ
リ
カ
域
内
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
経
験
し
た
7
人

が
、
今
回
日
本
に
来
て
ア
フ
リ
カ
と
日

本
の
懸
け
橋
と
な
っ
た
。
日
本
で
の
学

び
を
ア
フ
リ
カ
で
も
根
付
か
せ
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
当
事
業
が
日
本
と
ア
フ
リ

カ
の
双
方
向
型
事
業
と
し
て
、
今
後
も

長
く
続
く
こ
と
を
願
う
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
岩
手
県
で
の
活
動
を
ア
フ
リ

カ
青
年
が
発
表
。
遠
野
市
で
活
動
し
た

４
人
は
、
仮
設
住
宅
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
の
交
流
行
事
や
被
災
地
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
経
験
し
た
後
、
農
業
や
観
光

に
重
点
を
置
い
た
地
域
活
性
化
に
向
け

た
活
動
を
展
開
し
た
。
一
方
釜
石
市
と

大
槌
町
で
活
動
し
た
３
人
は
、
復
興
支

援
の
ほ
か
、
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
、
英

会
話
講
座
の
開
催
を
中
心
に
積
極
的
に

文
化
交
流
を
図
っ
た
。

　

遠
野
市
の
本
田
敏
秋
市
長
を
は
じ

め
、任
地
で
出
会
っ
た
す
べ
て
の
人
が
、

彼
ら
の
ま
じ
め
な
生
活
態
度
や
活
動
に

最
高
の
評
価
を
挙
げ
た
。
特
に
、
明
る

さ
と
積
極
性
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
日

本
に
と
け
込
も
う
と
す
る
彼
ら
の
努
力

は
、
地
域
の
人
々
の
印
象
に
深
く
残
っ

た
よ
う
だ
。

◇

　

最
後
に
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
の
大
塚
正
明
事
務

局
長
は
、「
復
興
支
援
と
地
域
活
性
化

へ
の
対
応
は
日
本
と
ア
フ
リ
カ
の
共
通

課
題
。
違
っ
た
価
値
観
か
ら
生
ま
れ
る

ア
イ
デ
ィ
ア
を
共
有
す
る
こ
と
は
今
の

日
本
に
は
必
要
だ
。
7
人
の
活
動
が
、

日
本
の
地
域
社
会
で
の
ア
フ
リ
カ
の
イ

メ
ー
ジ
を
大
き
く
変
え
た
こ
と
も
非
常

に
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。
資
金
や
モ

ノ
の
協
力
だ
け
で
な
く
、
直
接
的
な
人

に
よ
る
人
へ
の
協
力
が
、
今
こ
そ
ア
フ

リ
カ
と
日
本
双
方
に
必
要
で
あ
り
、
当

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
こ
れ
が
実
証
で

き
た
こ
と
を
強
調
し
た
い
」
と
総
括
し

た
。

　

今
後
は
日
本
と
ア
フ
リ
カ
の
双
方
向

型
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
定
着
と
拡
大

を
図
る
た
め
、

帰
国
隊
員
の
協

力
を
得
な
が

ら
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
事

業
と
し
て
の
位

置
づ
け
も
含
め

て
関
係
機
関
と

協
議
し
て
い
く

考
え
だ
。

　

■平成 25年度春募集　職種別の要請件数と応募者数■都道府県応募者数

　

平
成
25
年
度
春
募
集
が
５
月
13
日

で
締
め
切
ら
れ
、
全
１
１
０
職
種

１
４
２
２
件
の
要
請（
５
月
23
日
現
在
）

に
対
し
、
１
４
７
２
名
の
応
募
が
あ
っ

た
。
今
回
は
わ
ず
か
な
が
ら
応
募
者
数

が
要
請
数
を
上
回
り
、
前
回
の
秋
募
集

と
比
べ
る
と
３
４
８
名
増
加
し
た
。

◇

　

職
種
別
の
応
募
状
況
を
み
る
と
、
応

募
者
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
「
青
少
年

活
動
」
の
２
２
６
人
、続
い
て
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
開
発
」
の
１
８
２
人
で
、
こ
の

２
職
種
だ
け
で
全
応
募
者
の
約
28
％
を

占
め
た
。
ま
た
、
今
回
倍
率
が
高
か
っ

た
の
は
「
歯
科
衛
生
士
」
９
倍
、「
番

組
制
作
」
５
倍
、「
青
少
年
活
動
」
４
・

７
倍
、「
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
」
４
倍
、「
防

災
・
災
害
対
策
」
３
・
８
倍
と
続
い
た
。

　

一
方
、
応
募
者
数
が
ゼ
ロ
だ
っ
た
の

は
20
職
種
あ
り
、
特
に
上
下
水
道
な
ど

の
公
共
・
公
益
事
業
部
門
と
農
林
水
産

部
門
に
目
立
っ
た
。

　

募
集
期
間
中
、
全
国
で
１
２
５
回
開

催
さ
れ
た
「
体
験
談
＆
説
明
会
」
に
は

６
２
２
６
名
が
参
集
し
た
。

　

一
次
選
考
の
合
否
発
表
は
６
月
20
日

で
、
６
月
28
日
〜
７
月
12
日
の
二
次
選

考
は
、
東
京
の
ほ
か
、
名
古
屋
、
神
戸
、

北
九
州
で
も
実
施
さ
れ
る
。
最
終
合
否

は
８
月
７
日
に
発
表
さ
れ
る
。

　

4
月
下
旬
、
グ
ア
テ
マ
ラ
の
セ
イ
バ

ル
遺
跡
で
紀
元
前
１
０
０
０
年
ご
ろ
に

築
か
れ
た
祭さ

い
し祀
建
築
が
発
見
さ
れ
、
マ

ヤ
文
明
の
起
源
を
約
２
０
０
年
さ
か
の

ぼ
る
大
発
見
と
し
て
話
題
に
な
っ
た
。

こ
れ
を
発
見
し
た
国
際
調
査
チ
ー
ム
に

協
力
隊
Ｏ
Ｂ
が
２
名
い
る
。
団
長
で
米

ア
リ
ゾ
ナ
大
教
授
の
猪
俣
健
Ｏ
Ｂ
（
Ｓ

58-

１
・
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
・
考
古
学
）
と
、

茨
城
大
学
教
授
の
青
山
和
夫
Ｏ
Ｂ
（
Ｓ

60-

３
・
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
・
考
古
学
）
だ
。

　

２
人
は
グ
ア
テ
マ
ラ
、
ア
メ
リ
カ
、

ス
イ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
カ
ナ
ダ
、
ロ
シ

ア
の
研
究
者
と
と
も
に
多
国
籍
チ
ー
ム

を
編
成
し
、
２
０
０
５
年
か
ら
学
際
的

な
調
査
を
実
施
し
て
き
た
。
セ
イ
バ
ル

遺
跡
で
の
発
掘
調
査
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
に
続
き
約
40
年
ぶ
り
と
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
紀
元
前
８
０
０
年
以
降

に
最
初
の
公
共
祭
祀
建
築
が
建
て
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
大

規
模
で
層
位
的
な
発
掘
調
査
等
に
よ
っ

て
、
従
来
の
学
説
よ
り
も
２
０
０
年
ほ

ど
早
く
建
設
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

　

こ
の
発
見
は
4
月
26
日
付
の
米
科
学

誌
「
サ
イ
エ
ン
ス
」
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
マ
ヤ
文
明
の
研
究
者
と
し
て
第
一

線
で
活
躍
す
る
協
力
隊
Ｏ
B
た
ち
に
、

今
後
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。

★ ご自身の仕事で直面している課題から日常生活の中で感じることまで、帰国隊員に伝えたいこと、呼びかけたいことがある方は、「VOICE」に投稿してみませんか。まずは右記までご連絡ください。 kawaraban@joca.or.jp

職種名 要請数 応募者数 職種名 要請数 応募者数 職種名 要請数 応募者数
  コミュニティ開発 79 182   建設機械 1 0   機械工学 1 2
  行政サービス 10 15   船舶機関 1 0   電子工学 9 3
  防災・災害対策 5 19   自動車整備 37 13   科学 2 1
  環境行政 2 2   木工 11 3   生態調査 2 3
  コンピュータ技術 26 20   食品加工 1 0   植物学 1 0
 計画・行政部門計 122 238   陶磁器 3 2   学芸員 2 1
  水質検査 4 4  鉱工業部門計 87 28   デザイン 5 7
  上水道 1 0   電力 1 2   写真 2 4
  下水道 1 0  エネルギー部門計 1 2   美容師 3 5
  土木 15 1   経営管理 2 1   家政・生活改善 4 12
  水資源開発 1 0   品質管理 1 1   手工芸 14 10
  都市計画 1 0   マーケティング 4 7   料理 6 2
  造園 3 3   観光 13 36   服飾 22 10
  建築 2 6  商業・観光部門計 20 45  人的資源部門計 791 835
  測量 1 0   青少年活動 48 226   歯科衛生士 1 9
  番組制作 1 5   環境教育 57 97   看護師 59 73
 公共・公益事業部門計 30 19   陸上競技 1 0   保健師 21 5
  稲作栽培 6 5   体操競技 1 3   助産師 27 12
  花き栽培 2 0   水泳 2 5   臨床検査技師 2 2
  野菜栽培 38 21   テニス 1 1   診療放射線技師 2 0
  果樹栽培 3 1   卓球 2 7   薬剤師 2 2
  きのこ栽培 1 0   バドミントン 1 1   鍼灸マッサージ師 2 1
  病虫害対策 1 1   バレーボール 6 3   言語聴覚士 2 1
  土壌肥料 4 0   バスケットボール 2 5   作業療法士 21 9
  農業土木 2 0   ハンドボール 1 4   理学療法士 12 23
  農業機械 1 1   サッカー 3 7   医療機器 6 2
  農産物加工 4 1   柔道 10 6   病院運営管理 5 1
  家畜飼育 21 2   空手道 5 2   栄養士 28 12
  家畜衛生  8 5   ラグビー 1 3   公衆衛生 15 11
  林業・森林保全 4 12   PC インストラクター 58 54   感染症・エイズ対策 12 35
  水産開発 2 0   視聴覚教育 2 0   食品衛生 2 2
  養殖 10 2   音楽 23 17   学校保健 2 4
  水産加工 1 1   美術 6 15  保健・医療部門計 221 204
 農林水産部門計 108 52   教育行政・学校運営 2 7   ソーシャルワーカー 10 20
  金属加工 1 1   日本語教育 43 88   障害児・者支援 29 27
  溶接 6 0   理科教育 120 41   福祉用具 1 0
  工作機械 6 1   数学教育 38 13   高齢者介護 1 2
  冷凍機器・空調 2 2   体育 47 45   労働安全衛生 1 0
  電気・電子機器 7 4   小学校教育 192 109  社会福祉部門計 42 49
  電気・電子設備 11 2   幼児教育 46 16 合　　計 1422 1472

（平成 25 年 5月 23 日現在）（平成 25 年 5月 23 日現在）

若者よ、未知なるものへの憧れを抱け！
大野哲也OB（S62-3／パプアニューギニア／体育）

都道府県 応募者数 都道府県 応募者数

 北海道 58  滋賀県 22
 青森県 2  京都府 46
 岩手県 4  大阪府 115
 宮城県 30  兵庫県 56
 秋田県 6  奈良県 18
 山形県 6  和歌山県 4
 福島県 11  鳥取県 8
 茨城県 24  島根県 5
 栃木県 15  岡山県 14
 群馬県 8  広島県 31
 埼玉県 57  山口県 11
 千葉県 80  徳島県 3
 東京都 271  香川県 9
 神奈川県 142  愛媛県 12
 新潟県 14  高知県 0
 富山県 8  福岡県 63
 石川県 11  佐賀県 5
 福井県 10  長崎県 7
 山梨県 8  熊本県 7
 長野県 28  大分県 11
 岐阜県 23  宮崎県 13
 静岡県 39  鹿児島県 15
 愛知県 82  沖縄県 26
 三重県 14  海外 20

 合計 1472

青
年
海
外
協
力
隊 

平
成
25
年
度 

春
募
集 

〜
応
募
者
数
は
回
復
傾
向
〜

　

隊
員
時
代
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

で
は
仕
事
ら
し
い
仕
事
は
ほ
と
ん
ど
し

な
か
っ
た
。
だ
が
、
山
奥
で
過
ご
し
た

２
年
間
の
非
日
常
生
活
は
と
に
か
く
楽

し
か
っ
た
。

　

私
は
現
職
参
加
だ
っ
た
の
で
、
帰
国

後
は
中
学
校
の
教
員
に
復
職
し
た
。
し

か
し
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
味

わ
っ
た
破
天
荒
な
日
常
と
、
日
本
で
繰

り
返
さ
れ
る
あ
り
き
た
り
の
日
常
を
比

べ
て
し
ま
う
。教
員
生
活
に
対
す
る「
退

屈
さ
」
と
、「
未
知
な
る
も
の
」
へ
の

憧
れ
が
頂
点
に
達
し
た
私
は
、
退
職
す

る
こ
と
に
し
た
。

　

見
た
こ
と
の
な
い
世
界
を
見
る
た

め
の
方
法
と
し
て
私
が
選
ん
だ
の
は
、

自
転
車
に
よ
る
世
界
放
浪
だ
っ
た
。

１
９
９
３
年
か
ら
５
年
１
カ
月
を
か
け

て
、
北
米
・
南
米
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア

フ
リ
カ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
五
大
陸

を
走
り
、そ
れ
ら
の
最
高
峰
に
登
頂
し
、

南
北
両
極
点
に
立
っ
て
き
た
。
そ
こ
で

実
感
し
た
こ
と
は「
地
球
は
小
さ
い
が
、

世
界
は
広
い
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

自
転
車
ド
素
人
の
私
で
も
世
界
を
放
浪

で
き
る
く
ら
い
地
球
は
小
さ
い
。
し
か

し
、
世
界
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
生
活
を
営
む
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
た
ち
が
存
在
し
て
い
た
。
自
分
が

想
像
も
し
得
な
い
よ
う
な
生
き
方
を
し

て
い
る
人
び
と
が
、
同
時
代
に
実
存
し

て
い
る
の
だ
と
い
う
強
烈
な
実
感
は
、

そ
の
後
の
私
自
身
の
生
き
方
を
大
き
く

変
化
さ
せ
た
。

　

旅
を
終
え
て
、
人
間
そ
の
も
の
に
興

味
を
抱
い
た
私
は
、
文
化
人
類
学
を
学

ぶ
た
め
に
大
学
院
に
入
っ
た
。
そ
れ
か

ら
10
余
年
、
現
在
で
は
文
化
人
類
学
と

い
う
レ
ン
ズ
を
通
し
て
人
間
を
研
究
す

る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
教
育
現
場
で

教
え
る
こ
と
が
私
の
仕
事
と
な
っ
て
い

る
。

　

私
の
人
生
の
転
機
に
な
っ
た
の
は
、

間
違
い
な
く
青
年
海
外
協
力
隊
で
味

わ
っ
た
異
文
化
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
草

の
根
の
活
動
だ
か
ら
こ
そ
、
ツ
ー
リ
ス

ト
や
企
業
の
駐
在
員
で
は
経
験
で
き
な

い
現
地
の
ナ
マ
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
た
の
だ
と
今
に
な
っ
て
思
う
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、「
す
る
側
」

か
ら
「
さ
れ
る
側
」
へ
の
一
方
通
行
で

は
な
く
、
双
方
向
的
で
創
発
的
な
実
践

だ
、
と
は
よ
く
聞
く
話
だ
が
、
私
は
身

を
も
っ
て
そ
れ
を
理
解
し
た
。

　

今
の
職
場
に
は
、
佐
藤
国
正
君
と
い

う
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
が
も
う
一
人
い
る
（
Ｈ

20-

２
・
ニ
ジ
ェ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
）。
佐
藤
君
が
東
奔
西
走
し
て
く
れ

た
お
か
げ
で
、
今
年
度
か
ら
勤
務
校
は

青
年
海
外
協
力
協
会
と
提
携
し
て
連
携

講
義
を
始
め
た
。
毎
回
さ
ま
ざ
ま
な
国

に
派
遣
さ
れ
て
い
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を
招

き
、「
異
文
化
理
解
」「
教
育
」「
政
策
」

な
ど
に
つ
い
て
、
奇
想
天
外
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
と
と
も
に
語
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
。

　

今
年
度
の
５
０
０
名
近
い
受
講
生
の

中
か
ら
、「
海
外
」や「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」、

あ
る
い
は
「
未
知
な
る
も
の
」
に
夢
を

抱
く
学
生
が
出
て
く
る
か
。
佐
藤
君
と

と
も
に
、
冒
険
心
満
載
の
学
生
が
登
場

す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

●
お
お
の
て
つ
や

　

１
９
６
１
年
生
ま
れ
。大
学
卒
業
後
、

中
学
校
教
員
、
青
年
海
外
協
力
隊
を
経

て
、
自
転
車
で
世
界
を
放
浪
す
る
。
帰

国
後
は
、
大
学
院
に
入
学
し
て
社
会
学

や
文
化
人
類
学
を
学
ぶ
。
現
在
、
桐
蔭

横
浜
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
政
策
学
部
教

員
。
著
書
に
『
旅
を
生
き
る
人
び
と
―

―
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
の
人
類
学
』（
世

界
思
想
社
）
が
あ
る
。

岩手県でのボランティア活動について発表する
アフリカ青年たち




